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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　有色又は無色のマイクロパターンを支持部材（２０）に形成する方法において、
　　　（ａ）ダイ構造（４０）を準備するステップと、
　　　　　　前記ダイ構造（４０）の表面は、所望のマイクロパターンの形態の山部（４
２）と谷部（４４）の配列を有し、
　　　（ｂ）前記谷部（４４）を有色又は無色の硬化可能なラッカー層（２６）で充填す
るステップと、
　　　（ｃ）前記支持部材（２０）を、有色又は無色の硬化可能なラッカー層（２６）を
良好に留める為に、前記支持部材（２０）に硬化可能なラッカー製の裏当て層（３０）を
形成するステップと、
　　　（ｄ）前記ダイ構造（４０）の表面を前記支持部材（２０）と接触させるステップ
と、
　　　（ｅ）前記支持部材（２０）と接触した前記ダイ構造の谷部（４４）内のラッカー
層（２６）と前記裏当て層（３０）とを共に硬化し、前記ダイ構造の谷部（４４）内のラ
ッカー層（２６）を前記支持部材（２０）に結合させるステップと、
　　　（ｆ）前記ダイ構造（４０）を前記支持部材（２０）から分離するステップと
を有し、
　　　　　　その結果、前記支持部材（２０）と結合した硬化したラッカー層（２６）を
前記ダイ構造の谷部（４４）から切り離す
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ことを特徴とする無色又は有色のマイクロパターンを支持部材に成形する方法。
【請求項２】
　　　前記ステップ（ｂ）で、前記谷部（４４）を、照射硬化ラッカーで充填し、
　　　前記（ｅ）ステップでの前記ラッカー層（２６）の硬化は、ＵＶ照射で行う
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　　　前記ダイ構造（４０）の谷部（４４）内のラッカー層（２６）は、前記ステップ（
ｄ）で、前記支持部材（２０）と接触する前に、予め硬化させる
ことを特徴とする請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　　　照射硬化可能なラッカーで前記裏当て層（３０）を形成し、
　　　前記ステップ（ｅ）において、前記裏当て層（３０）は、前記ダイ構造（４０）内
の谷部（４４）内のラッカーと共に、ＵＶ照射で硬化させる
ことを特徴とする請求項２－３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　　　前記裏当て層（３０）は、ステップ（ｄ）で前記支持部材（２０）と接触する前に
、予め硬化させる
ことを特徴とする請求項３又は４記載の方法。
【請求項６】
　　　前記ステップ（ｃ）の支持部材（２０）に、接着層を支持部材に裏当て層（３０）
として形成する、又は、前記裏当て層（３０）を前記支持部材（２０）に形成することに
加えて、圧力処理による前処理を行う
ことを特徴とする請求項１－５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　　　前記ステップ（ｂ）における有色又は無色のラッカーの余剰分は、ドクター・ブレ
ード、ダンピング・シリンダのいずれかの手段により、除去する
ことを特徴とする請求項１－６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　　　前記ダイ構造（４０）内のマイクロパターンは、ライン幅が１μｍ－１０μｍで、
パターン深さが１μｍ－２０μｍのマイクロパターン要素で、形成される
ことを特徴とする請求項１－７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　　　前記マイクロパターンは、透明なプラスティック・フォイル層又はペーパ層を含む
厚さが５μｍ－５０μｍである支持部材（２０）に形成される
ことを特徴とする請求項１－８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　　　前記マイクロパターンとして、複数のマイクロモティーフ要素（６８，８２，９２
）からなる周期的又は少なくとも局部的に周期的な平面状の配列からなるモティーフイメ
ージが形成され、
　　　前記マイクロモティーフ要素（６８，８２，９２）の横方向の寸法は、５μｍ－５
０μｍである
ことを特徴とする請求項１－９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　　　前記支持部材（２０）のマイクロパターンが形成される側とは反対の側は、複数の
マイクロフォーカシング要素（２２）からなる周期的又は少なくとも局部的に周期的な平
面状の配列を具備し、モティーフイメージのマイクロモティーフ要素をモアレ拡大で見る
ことができるようにする
ことを特徴とする請求項９又は１０記載の方法。
【請求項１２】
　　　前記マイクロパターンは、複数の色のマイクロモティーフ要素（９２）を有し、
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　　　前記マイクロパターン要素（９２）は、見た時に混合色の印象を与えるサブグルー
プに形成される
ことを特徴とする請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　　　前記マイクロパターンを有する支持部材は、証券用又は有価文書用のセキュリティ
要素として使用される、少なくとも目視可能な又は機械で読み取り可能なセキュリティ・
フィーチャを有する機能層を具備する
ことを特徴とする請求項１－１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　　　前記支持部材（２０）に形成されたマイクロパターンは、透明なオーバーコーティ
ング層（７０）を具備する
ことを特徴とする請求項１－１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　　　前記形成されたマイクロパターンを有する支持部材（２０）は、加熱シールが可能
であるよう提供される
ことを特徴とする請求項１－１４のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　本発明は、マイクロパターンを支持部材（支持フォイル）に形成する方法に関し、
特にマイクロ光学パターンを有するセキュリティ要素の製造、特にマイクロモアレ拡大配
列を製造するのに用いられる方法に関する。本発明は、更に、この様なマイクロパターン
を形成するダイ構造、特にこれらの方法で製造したマイクロパターンを有するデータ・キ
ャリア又はセキュリティ要素に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　　データ・キャリア（例、有価証券、認証証券、他の有価商品、ブランド商品）を保
護するために、データ・キャリアは、セキュリティ要素を具備する。このセキュリティ要
素により、データ・キャリアの認証が確認され、同時に模造品対策が提供できる。このセ
キュリティ要素は、銀行券とホールを有する銀行券のカバー・フォイル、形成されたセキ
ュリティ・ストラップ、又は自己支持型の転写要素に形成され、その製造後に有価証券に
形成される。
【０００３】
　　　光学的に見ることのできる要素を有するセキュリティ要素は、見る角度で見る者に
様々なイメージの印象を与え、これは重要な役目をする。その理由は、これらは高品質の
カラーコピーでさえ複製することが困難だからである。これらのセキュリティ要素は、偏
光した有効なマイクロ構造体又はナノ構造体の形態のセキュリティ特徴を具備する。この
様な構造体は、従来のエンボス・ホログラム又は他のホログラム状の偏光パターンである
。これは特許文献１、２に開示されている。
【特許文献１】ヨーロッパ特許第０３３０７３３号明細書
【特許文献２】ヨーロッパ特許第００６４０６７号明細書
【特許文献３】ヨーロッパ特許第０２３８０４３Ａ２号明細書
【特許文献４】ドイツ特許第１０２００５０６２１３２.５号明細書
【特許文献５】国際公開パンフレット第９９／１３１５７Ａ１
【０００４】
　　　レンズシステムをセキュリティ特徴として使用することは公知である。例えば、特
許文献３は、透明な材料からなるセキュリティ・スレッドを開示する。この透明な材料の
表面に、複数の平行な円筒状のレンズからなる回折格子（"grating"）がエンボスさる。
セキュリティ・スレッドの厚さは、それが円筒状レンズの焦点長さにほぼ合うように選択
される。反対表面上には、プリントイメージが完全に位置合わせされて形成される。この
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プリントイメージは、円筒状レンズの光学特性を考慮に入れて設計される。円筒状レンズ
の焦点効果と見る角度と焦点面内でのプリントイメージの位置に依存して、プリントイメ
ージの様々なサブ領域を見ることができる。かくして、プリントイメージの適宜の設計を
介して情報の一部が、ある見る角度からのみ見えるよう導入される。プリントイメージの
適宜の配置を介して、また「可動（"moving"）」イメージが生成される。文書が円筒レン
ズに平行な軸の周囲で回転すると、モティーフはセキュリティ・スレッドのある位置から
別の位置に連続して動く。
【０００５】
　　　マイクロ光学パターン（例、光る回折格子パターン、偏光パターン、ホログラム、
マイクロレンズ・パターン、フレネルレンズ状のパターン、又は所謂モアレ拡大配列）は
、ある期間は、セキュリティ特徴として使用される。モアレ拡大とは、繰り返される同一
イメージ物品からなるイメージ・グリッドを同一のグリッドの寸法を有するレンズグリッ
ドを通して見る時に起きる現象である。かくして形成されたモアレ・パターンは、そのイ
メージグリッドのイメージ物品の拡大と回転を構成する。
【０００６】
　　　グリッドが、従来のプリント技術の手段で、イメージ物品から生成されると、７μ
ｍまでのライン幅を有する物品を製造できる。プリントされたイメージ物品のサイズは、
例えば、文字又は記号であるが、約７０μｍまで測定できる。イメージ物品のサイズと見
るのに必要なレンズグリッドのレンズの直径と焦点の長さの相関関係により、かくして形
成されたモアレ拡大配列の全厚さは、１１０μｍ以上となり、通常セキュリティを保証す
る有価証券又は銀行券の厚さ以上となってしまう。
【０００７】
　　　他の方法（例、エンボス技術の手段）により、マイクロパターンをイメージ物品と
して有するより薄いモアレ拡大配列の製造が可能となる。しかしこの技術では、エンボス
されたマイクロパターンのライン幅が小さくなると、パターンの深さも浅くなる。ラッカ
ー層の厚さのかくして得られた差は、強力なコントラストを有するマイクロパターンを製
造するのに十分ではない。このようなモアレ拡大配列の光学的な外観は、印象的で容易に
知覚できるセキュリティ要素の要件を満たさない。更に多色のモアレ拡大配列と特に視覚
的に訴えるマイクロパターンは、従来公知の製造方法では生成することはできない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　　　かくして本発明の目的は、従来技術の欠点を解決し、特にマイクロパターンを支持
部材に形成するために、マイクロ光学パターン特にマイクロ光学モアレ拡大配列で使用さ
れる改良された方法を提供することである。マイクロパターンが適宜形成されると、この
モアレ拡大配列の全厚さは薄くなり、セキュリティ要素を有価証券又は銀行券内に導入で
きるようになる。別な構成として、モアレ拡大配列の光学的な外観が改善され、高いコン
トラストと視覚的に印象の強い物を生成できる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　　　本発明の有色又は無色のマイクロパターンを支持部材に形成する方法は、
　　　（ａ）ダイ構造を準備するステップと、
　　　　　　前記ダイ構造の表面は、所望のマイクロパターンの形態の山部と谷部の配列
を示し、
　　　（ｂ）前記谷部を有色又は無色の硬化可能なラッカー層で充填するステップと、
　　　（ｃ）前記支持部材を、前記有色又は無色のラッカー層を良好に係留するために、
前処理するステップと、
　　　（ｄ）前記ダイ構造の表面を、前記支持部材と接触させるステップと、
　　　（ｅ）前記支持部材と接触したラッカー層を硬化し、前記支持部材に結合させるス
テップと、
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　　　（ｆ）前記ダイ構造の表面を前記支持部材から離すステップと、
　　　　　　その結果、前記支持部材と結合した硬化したラッカー層をダイ構造の谷部か
ら切り離す
を有する。
【００１０】
　　　ダイ構造の表面は、所望のマイクロパターンをポジティブに又はネガティブに表す
。即ち、所望のマイクロパターン例えば文字又は記号の列は、隆起した表面内で凹んで表
されるか、凹んだ表面内で隆起された形態で表される。支持部材に形成されると、有色又
は無色のラッカーが、凹んだ部分のみから転写される。この両方の実施例は、同一の情報
コンテンツをポジティブに又はネガティブに表示することになる。
【００１１】
　　　前記ステップ（ｂ）で、谷部を放射硬化ラッカーで充填し、前記（ｅ）ステップの
ラッカー層の硬化は、ＵＶ放射で行う。この放射は、支持部材を通して行われ、ＵＶ透過
性のダイ構造においては、そのダイ構造を介して行われる。
【００１２】
　　　前記ダイ構造の谷部内のラッカーは、ステップ（ｄ）で接触する前に、予め硬化さ
せることもできる。これにより、他のラッカー・コーティング層例えば支持部材に形成さ
れる裏当て層との混合を回避する。
【００１３】
　　　好ましい変形例においては、前記ステップ（ｃ）において、前記支持部材は、硬化
可能なラッカー層を前記支持部材に裏当て層として形成するよう、前処理する。その後、
前記ステップ（ｅ）において、前記裏当て層は、前記ダイ構造の谷部内のラッカー層と共
に、硬化させる。
　　　放射硬化可能なラッカー層を裏当て層として形成するのが好ましい。前記ステップ
（ｅ）において、前記裏当て層は、前記ダイ構造内の谷部内のラッカーと共に、放射特に
ＵＶ放射で硬化させることができる。
【００１４】
　　　谷部のラッカー層に代えて又はそれに加えて、前記裏当て層は、ステップ（ｄ）で
接触する前に、予め硬化させることもできる。
【００１５】
　　　他の実施例では、前記ステップ（ｃ）の支持部材は、接着層を支持部材に裏当て層
として形成するよう、前処理する。
【００１６】
　　　前記ステップ（ｃ）の支持部材の前処理は圧力による前処理である。この圧力によ
る前処理は、裏当て層を支持部材に形成する為に行われる。その理由は、その後裏当て層
の良好な固定が達成されるからである。特に高い圧力で前処理した支持フォイルを用いた
場合には、谷部内のラッカーの支持フォイルへの接着は十分高くなり、別の裏当て層を省
くことができる。
【００１７】
　　　前記ステップ（ｂ）における有色又は無色のラッカーの余剰分は、ドクター・ブレ
ード、ダンピング・シリンダの手段で、除去する。
【００１８】
　　　前記ダイ構造内のマイクロパターンは、ライン幅が１μｍ－１０μｍ、又はパター
ン深さが１μｍ－２０μｍより好ましくは１μｍ－１０μｍのマイクロパターン要素で、
形成される。本発明の方法により、細いライン幅に対しては、厚いラッカー層の転写が容
易となる。その結果、特に有色ラッカーが用いられた場合には、非常に高いコントラスト
のマイクロパターンが生成が可能になる。
【００１９】
　　　前記マイクロパターンは、透明なプラスティック・フォイル又はペーパ層を含む支
持部材に形成される。特にその支持部材の厚さは、約５μｍ－約５０μｍの間で、好まし
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くは約５μｍ－約２５μｍの間である。
【００２０】
　　　本発明の方法は、マイクロ光学パターン特にマイクロ光学モアレ拡大配列の製造で
用いられると、利点がある。本発明は、この応用に限定されず、本発明の方法とダイ構造
は、他のセキュリティ要素の製造、例えば紙又はフォイルに、マイクロテキストのプリン
トを形成するのにも用いることができる。
【００２１】
　　　本発明の方法がマイクロ光学モアレ拡大配列の製造で用いられる場合には、複数の
マイクロモティーフ要素からなる周期的又は少なくとも局部的に周期的な平面状の配列か
らなるモティーフイメージが、マイクロパターンとして形成される。前記マイクロモティ
ーフ要素の横方向の寸法は、５μｍ－５０μｍである、より好ましくは１０μｍ－３５μ
ｍである。更に、前記支持部材の対向する側は、複数のマイクロフォーカシング要素から
なる周期的又は少なくとも局部的に周期的な平面状の配列を具備し、モティーフイメージ
のマイクロモティーフ要素をモアレ拡大で見ることができるようにする。
【００２２】
　　　本発明の一実施例によれば、前記マイクロパターンは、複数の色を有するマイクロ
モティーフ要素を有する。前記マイクロパターン要素は、見た時に混合色の印象を与える
サブグループで形成される。この様なサブグループは、例えば均一の構成からなる３個の
マイクロパターン要素により形成される。これらのマイクロパターン要素は、例えば三原
色（赤、緑、青）で形成される。マイクロパターン要素が小さいために、個々の色は、見
る人にとって分離して見えない。人には、混合色に見え、その色調と彩度が、サブグルー
プの３個の関連するマイクロパターン要素の相対的なライン幅とパターン深さに依存する
。
【００２３】
　　　マイクロパターン要素の着色は、可溶性のある様々な色素含有染料で行われる。こ
の染料は、細いライン幅と薄い層厚に対しては、高い彩度とコントラストを生成する。色
素粒子のサイズは、転写されるラッカー層のライン幅と層厚に合わせて決定する。
【００２４】
　　　一般的に実施例で採用される裏当て層は、透明で、マイクロパターン要素の色印象
に影響を及ぼすことがない。しかし裏当て層は、特定の有色法又は色効果を達成するため
に体系的に有色にすることもできる。
【００２５】
　　　前記の要素に加えて、前記マイクロパターンを有する支持部材は、証券用又は有価
文書用のセキュリティ要素として使用される、少なくとも目視可能な又は機械で読み取り
可能なセキュリティ・フィーチャを有する機能層、保護層、コーティング層、接着層、熱
シール特徴層を具備する。
【００２６】
　　　模造対策として又は処理を容易にする為に、前記支持部材に形成されたマイクロパ
ターンは、透明なオーバーコーティング層を具備する。
【００２７】
　　　本発明は、上記の方法により、有色又は無色のマイクロパターンを支持部材に形成
するダイ構造も有する。本発明のダイ構造の表面は、所望のマイクロパターンの形態の山
部と谷部の配列を示す。前記ダイ構造内のマイクロパターンは、ライン幅が１μｍ－１０
μｍで、パターン深さが１μｍ－２０μｍより好ましくは１μｍ－１０μｍのマイクロパ
ターン要素で、形成される。
【００２８】
　　　ダイ構造の表面は、非接着性のコーティングを具備する。例えば、ＣｒＮコーティ
ングを具備し、容易に外すことができるようにする。ダイを捻ったり絞ったりすると、強
い機械的な応力が発生するために、ダイ構造の表面を堅くするのが好ましい、例えば金属
クロム、ＴｉＮ又はいわゆるＤＬＣ（ダイヤモンド状カーボン）でコーティングするのが
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好ましい。
【００２９】
　　　前記ダイ構造は、シリンダ形状となるよう、形成される。前記ダイ構造は、クラン
ピング・シリンダと共に使用可能なチューブ又は圧胴の一部を形成する。
【００３０】
　　　本発明は、上記した方法で生成される有色又は無色のマイクロパターンを有する物
品、特にデータ・キャリア又は有価証券に適用できる。前記マイクロパターンは、ライン
幅が１μｍ－１０μｍ、パターン深さが１μｍ－２０μｍ好ましくは１μｍ－１０μｍの
マイクロパターン要素で、形成される。前記マイクロパターンそのものは、放射硬化性の
有色又は無色のラッカー層から形成される。
【００３１】
　　　前記マイクロパターンは、前処理した支持部材に形成される。この前処理は、硬化
可能なラッカー層又は接着層からなる裏当て層の形成と又は支持部材そのものの圧力によ
る前処理からなる。
【００３２】
　　　前記支持部材は、透明なプラスティック・フォイル又はペーパ層を有する。前記支
持部材は、厚さが５μｍ－５０μｍである、好ましくは５μｍ－２５μｍである。
【００３３】
　　　特に好ましい本発明の他の実施例によれば、物品は、前述したマイクロ光学モアレ
拡大配列を有する。前記マイクロパターは、複数のマイクロモティーフ要素からなる周期
的又は少なくとも局部的に周期的な平面状の配列からなるモティーフイメージを形成する
。前記マイクロモティーフ要素の横方向の寸法は、５μｍ－５０μｍである、より好まし
くは１０μｍ－３５μｍである。更に、複数のマイクロフォーカシング要素からなる周期
的又は少なくとも局部的に周期的な平面状の配列は、モティーフイメージのマイクロモテ
ィーフ要素をモアレ拡大で見ることができるよう、具備される。前記マイクロモティーフ
要素の横方向の寸法は、５μｍ－５０μｍである、より好ましくは１０μｍ－３５μｍで
ある。
【００３４】
　　　本発明の一実施例によれば、前記マイクロモティーフ要素の配列とマイクロフォー
カシング要素の配列とは、それぞれ、少なくとも局部的に二次元のブラベ格子（Bravais 
lattice）を形成し、前記マイクロモティーフ要素の配列と／又はマイクロフォーカシン
グ要素の配列とは、対称の平行四辺形格子を有するブラベ格子を形成する。
【００３５】
　　　これらの実施例によれば、前記支持部材は、モティーフイメージとマイクロフォー
カシング要素の配列の光学的スペース層を形成する。前記マイクロフォーカシング要素は
、非円筒状のマイクロレンズ、特に円形又は多角形で規定されたベースを有するマイクロ
レンズで形成される。前記マイクロフォーカシング要素の配列は、保護層を具備する。前
記保護層の屈折率と前記マイクロフォーカシング要素の屈折率とは、０．３以上異なる。
【００３６】
　　　マイクロモティーフ要素を有するモティーフ要素イメージとマイクロフォーカシン
グ要素を有する配列とは、同一の支持部材の両面に形成することもできる。しかしこれら
は、それぞれ後者の方法ステップでのみ一体にされるそれ自身の支持フォイル上に生成す
ることもできる。
【００３７】
　　　モアレ拡大配列を有する物品と本発明の物品においては、前記マイクロパターンが
、マイクロパターン要素特に複数の色のマイクロモティーフ要素から形成される実施例が
特に好ましい。特に、前記マイクロパターン要素は、視たときに混合色の印象を与える複
数のサブグループから形成される。
【００３８】
　　　支持部材に形成される裏当て層は、透明であり、マイクロパターン要素に色の印象
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を与えない。しかし、裏当て層を組織的に着色して特定の色効果を達成することもできる
。マイクロパターンは、透明なオーバーコーティング層を具備してもよい。これにより、
偽造防止対策を行うか、形成された金属層又はカラーシフト層に反転文字を生成するよう
処理する。
【００３９】
　　　物品は、セキュリティ要素、セキュリティ・スレッド、ホールを有する銀行券用の
カバー・フォリル、セキュリティ・ストリップ、ラベル、データキャリア用の自己支持型
の伝達要素を構成する。この為に、セキュリティ要素は、加熱シールが可能である。前記
セキュリティ要素の全厚は、２０μｍ－６０μｍである、より好ましくは３０μｍ－５０
μｍである。
【００４０】
　　　物品は、データ・キャリア、銀行券、有価証券、パスポート、ＩＤカード、証明書
である。
【００４１】
　　　マイクロパターンが形成された物品は、１つ或いは複数の機能層特に目視可能な又
は機械で読み取り可能なセキュリティ・フィーチャを有する層を具備する。例えば、全面
（連続）的又は部分的な表面反射層、高屈折率層、カラーシフト層、偏光層、位相シフト
層又は不透明又は透明な導電層、軟磁性層、硬磁性層、蛍光層、燐光層等を用いることが
できる。
【実施例】
【００４２】
　　　本発明を銀行券用のセキュリティ要素を例に説明する。図１は、本発明の一実施例
によるセキュリティ要素１２、１６を有する銀行券１０を示す。第１のセキュリティ要素
は、セキュリティ・スレッド１２を構成する。このセキュリティ・スレッド１２は、銀行
券１０の表面上であるウインドウ領域１４で浮き上がり、ウインドウ領域１４の間の中央
領域では銀行券１０の中側に埋没する。第２のセキュリティ要素は転写要素１６で形成さ
れる。転写要素１６はいかなる形状でもよい。このセキュリティ要素１６は、ウインドウ
領域の上に又は銀行券の開口を通して配列されるカバー・フォイル、セキュリティ・スト
リップ、転写要素又はラベルの形態で形成される。
【００４３】
　　　セキュリティ・スレッド１２と転写要素１６の両方とも、マイクロ光学パターンを
有する、特に本発明の一実施例により有色のマイクロモティーフ要素からなるマイクロパ
ターンを有するモアレ拡大配列（moire magification arrangement）を有する。この様な
配列の製造方法と動作原理は、セキュリティ・スレッド１２に基づいて以下詳述する。
【００４４】
　　　図２は、セキュリティ要素１２の層構造の断面を示す。セキュリティ・スレッド１
２は、透明なプラスティックフォイルの形態の支持部材２０を有する。この実施例では、
２０μｍの厚さのＰＥＴフォイルである。支持部材２０の上部は、マイクロレンズ２２の
格子状の配列を有する。このマイクロレンズ２２は、その支持フォイルの表面上で、所定
の対称の二次元のブラベ格子（"Bravais lattice"）を形成する。図面を簡単にするため
に、以下の説明においては、六角形の格子対称を想定する。ただし本発明のブラベ格子は
、対称性が低くより一般的な形状である。
【００４５】
　　　隣接するマイクロレンズ２２の間のスペースは、表面カバー率を確保するために、
かくして高いコントラスト比を得るために、小さいのが好ましい。球面的又は非球面的に
設計したマイクロレンズ２２は、５μｍ－５０μｍの直径、好ましくは１０μｍ－３５μ
ｍの直径を有し、裸眼では見ることができない。支持フォイル２０の底部上には、モティ
ーフ層２４が配列される。このモティーフ層２４は、同一のマイクロモティーフ要素２８
の格子状の配列を有する。このマイクロモティーフ要素２８の配列は、所定の対称系のブ
ラベ格子を形成するが、ここでは六角形の格子対称を仮定する。
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【００４６】
　　　図２に示すように、マイクロモティーフ要素２８をマイクロレンズ２２に対しずら
すことにより、マイクロモティーフ要素２８のブラベ格子は、マイクロレンズ２２のブラ
ベ格子とは、格子パラメータの対称性と／又はサイズが若干異なる。このため所望のモア
レ拡大効果が得られる。ここでは、マイクロモティーフ要素２８の格子周期と寸法は、マ
イクロレンズ２２のそれと同じ桁数であり、５μｍ－５０μｍの範囲内、好ましくは１０
μｍ－３５μｍの範囲内である。その結果、マイクロモティーフ要素２８も裸眼で見るこ
とはできない。
【００４７】
　　　支持フォイル２０の光学厚さとマイクロレンズ２２の焦点距離は、マイクロモティ
ーフ要素２８がレンズの焦点距離分だけ離間するよう、調整される。格子パラメータが若
干異なるために、マイクロレンズ２２を通して上から見る時には、毎回マイクロモティー
フ要素２８の幾分異なるサブ領域が見え、その結果、複数のマイクロレンズ２２が、全体
的にマイクロモティーフ要素２８の拡大したイメージを生成する。その結果得られたモア
レ拡大は、使用されたブラベ格子の格子パラメータ間の差に依存する。例えば、２個の六
角形の格子の回折グレーティング周期が１％違うと、１００倍のモアレ拡大が得られる。
マイクロモティーフ要素とマイクロレンズの好ましい配列と動作原理の詳細は、特許文献
４に開示されている。
【００４８】
　　　この様なモアレ拡大配列においては、本発明の方法は、有色マイクロモティーフ要
素を有するモティーフイメージを形成するのに好都合であり、モアレ拡大配列の全厚を薄
くでき、セキュリティ要素として有価証券又は銀行券に導入できる。このために、セキュ
リティ・スレッド１２は、例えば、加熱シール・フレーム３２を有する。別の構成として
、本発明の方法により、ＲＧＢシステムにおいて、混合色も可能とするような多色モティ
ーフイメージも生成できる。
【００４９】
　　　支持フォイル２０上にマイクロレンズ・グリッドを生成することは、熱可塑性でモ
ールド可能なラッカーとＵＶ硬化ラッカーの両方をエンボスする手段で、実行できる。こ
こでは、より良好なキャスティングによる、ＵＶ硬化ラッカーの放射硬化エンボシング処
理が好ましい。いわゆるキャスティング・モードにおいて、ＵＶ硬化ラッカーをエンボス
することは、実際のエンボシング・プロセスの前にラッカーを予め硬化するのが良い。支
持フォイル２０の圧力前処理は、エンボスされたマイクロレンズ配列の最適な繋ぎとなる
。
【００５０】
　　　本発明にとって特に重要なステップでは、マイクロモティーフ要素２８の配列は、
支持フォイル２０のマイクロレンズ２２の反対面全体に或いはその一部に形成される。
【００５１】
　　　このため支持フォイル２０が、準備ステップで予め処理される。例えば、透明なＵ
Ｖ硬化ラッカーからなる裏当て層３０が支持フォイル２０に形成される。特に圧力で前処
理された支持フォイルの使用は、裏当て層３０を支持フォイル２０に取り付ける力を増強
する。この準備ステップは、マイクロレンズ配列のエンボシング処理の前後で実行可能で
ある。
【００５２】
　　　図３を参照すると、マイクロ光学パターン特に有色マイクロパターンを形成するた
めに、ダイ４０を用いる。ダイ４０の表面は、所望のマイクロパターンの形態で、山部４
２と谷部４４の配列を有する。以下の説明から明らかなように、マイクロ光学要素ここで
はマイクロパターン要素が、ダイ４０内の山部４２と谷部４４の両方として形成される。
モアレ拡大配列の有色マイクロパターン要素の製造行程を示すために、第１の場合は、支
持部材上で透明な包囲体内に、有色のマイクロパターン要素が得られ、第２の場合は、有
色の包囲体内に、透明なマイクロパターン要素が得られる。両方の場合とも、形成された



(10) JP 5349301 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

マイクロパターン情報コンテンツは同一である。
【００５３】
　　　ダイ４０の谷部４４は、ＵＶ硬化の無色又は有色のラッカー層２６で充填される。
ラッカーの余剰部分は、ドクターブレード、ダンピング・シリンダ又は他の適宜の技術的
補助手段で、除去される。
【００５４】
　　　その後、ダイ４０の充填した部分が、支持フォイル２０の予め処理した側（処理領
域５０）に導入され直接接触するようになる。（処理領域５２で）接触すると、ダイ４０
内の谷部内のラッカー層２６と裏当て層３０の関連する部分は、ＵＶ放射により硬化し、
谷部内の無色又は有色のラッカー層２６と裏当て層３０の透明なラッカー層との間の強固
な接続が、重合化プロセスにより、形成される。
【００５５】
　　　ダイ４０の谷部内のラッカー部分と硬化前に接触している裏当て層３０との混合を
抑える（これにより仕上げ時の配列の見掛けが改善される）ために、ダイ４０内の有色の
ラッカー層２６と／又は支持フォイル２０上の裏当て層３０を予め硬化することが、好ま
しい。
【００５６】
　　　最後に、ダイ４０の表面（処理領域５４で）を支持フォイル２０から離し、支持フ
ォイル２０に裏当て層３０を介して結合しているラッカー層２６を、ダイ構造の谷部４４
から引き出す。ダイ４０内の谷部から引き出された硬化したラッカーと裏当て層３０の合
成物が、連続するコーティング層のように機械的に機能するので、モールドから外れる時
に、無色又は有色のラッカー層２６をダイ４０から引き出す。
【００５７】
　　　処理領域５２でダイ内のラッカー層が硬化する利点は、無色又は有色のラッカー層
の厚い層厚が転写（移行）し、その結果、非常に高いコントラストの描写が、有色のラッ
カー層を用いた時に、達成できる。更に本発明の方法により、非常に高い解像度を有する
極めて細かいマイクロパターンの製造が容易となる。これにより、例えば、モアレ拡大配
列が、モールドを外した後に、形成されたパターンを大幅に失うことはない。
【００５８】
　　　領域５４でモールドから外すことを容易にするために、ダイ４０の表面に非接着コ
ーティング、例えばＣｒＮ層を形成することもできる。
【００５９】
　　　絞ったり拭ったりすることにより、ダイ４０の表面上にかかる強い機械的応力によ
り、このダイの表面の硬化は、長期の利用を保証する。この様な硬化は、例えば、金属ク
ロム、ＴｉＮ又は所謂ＤＬＣ（ダイヤモンド状カーボン）で、ダイ表面をコーティングす
ることにより行われる。
【００６０】
　　　ダイ４０は、様々な変形例で用いることができる。第１の変形例において、ダイ４
０の製造は、従来のエンボス・スリーブと同様に行われる。ここで、元となるダイの製造
は、半導体技術（例、光リソグラフ、電子ビーム・リソグラフ、レーザー・ダイレクト・
ライティング、レーザー・アブレーション等の技術）で実行できる。適宜ステップとリピ
ートの組み合わせも、元となるダイで行うことができる。
【００６１】
　　　ガルバニック・キャスティングの後、トリミング層、溶接層、非接着層、硬化層又
は他の機能層を、必要によっては、その後形成してもよい。この様にして形成されたダイ
を、その後クランピング・シリンダで用い、例えば従来のエンボス・スリーブで用いるこ
ともできる。
【００６２】
　　　第２の変形例において、ダイ４０は、従来の圧胴（"impression cylinder")同様に
製造される。ここで周知の圧胴の生成は、特にレーザ露光、エッチング又はレーザ・アブ
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レーションを用い、解像出力と位置決めの誤差の高い必要性を考慮に入れ行われる。非接
着層、硬化層又はその他の機能層の全ての用途に従って、圧胴と同様に最終のダイが、使
用される。
【００６３】
　　　ダイ４０を、マイクロモティーフ要素配列の応用と組み合わせて使用する例を詳述
したが、モアレ拡大配列のマイクロレンズ２２又は他のマイクロ光学パターン、例えば、
ブレーズド・グレーティグ・パターン、ＤＯＥ、ＣＧＨ、マイクロパターン、フレネルレ
ンズ状パターン等も、この様なダイを用いて、支持フォイル２０に適用可能である。マイ
クロレンズ配列とマイクロモティーフ要素のアプリケーションの作業ステップは、如何な
るシーケンスでも実行可能である。同時に実行した場合には、２つの配列の支持部材の両
側への同時の形成が可能となる。
【００６４】
　　　異なる色を有するマイクロモティーフ要素２８は、複数のダイ４０で、複数の作業
ステップで生成される。この複数のダイ４０は、異なる色のラッカー層２６で、それぞれ
充填される。マイクロモティーフ要素は、同一層に全て存在する必要はなく、複数の層の
設計で実現できる。マイクロモティーフ要素の複数の配列が、様々な色に対し生成される
と、異なる配列を互いに見当合わせする必要はない。その理由は、モアレ効果に対し、マ
イクロレンズ配列と各マイクロモティーフ要素の配列との相対的方向が決定的だからであ
る。しかし用途によっては、互いのマイクロモティーフ要素配列の正確な見当合わせを用
いるのが好ましい。
【００６５】
　　　図４は、本発明により製造された単色モティーフイメージを有するセキュリティ要
素を示す。これは、前の実施例と同様に、セキュリティ・スレッドの形態であり、穴を有
する銀行券用のカバー・フォイル６０の形態である。図４Ａａはセキュリティ要素の斜視
図で、図４ｂはセキュリティ要素の断面図である。
【００６６】
　　　カバー・フォイル６０は、支持部材として、厚さが１０μｍ－３０μｍの透明なＰ
ＥＴのフォイル６２である。このＰＥＴのフォイル６２の第１面には、マイクロレンズ６
４の周期的配列がＵＶ硬化ラッカーをエンボシングする手段により形成される。フォイル
６２の反対面は、上記したように、最初に、ＵＶ硬化のラッカーからなる裏当て層６６を
、その後、マイクロモティーフ要素６８からなるモティーフイメージを有する。このマイ
クロモティーフ要素６８は、この前処理された表面に形成される。図４ａには、マイクロ
モティーフ要素６８が文字「Ａ」としてのみ示す。
【００６７】
　　　マイクロモティーフ要素６８の配列が透明なオーバーコーティング７０に埋め込ま
れ、偽造防止効果を提供する。更なる不透明な機能層が省かれた場合には、カバー・フォ
イル６０を銀行券と整合した形成すると、透けて見えるモアレ拡大効果が、最終品である
銀行券に形成される。
【００６８】
　　　必要によっては、更なる機能層が形成することもできる。例えば、金属製又はカラ
ーシフトのコーティング７２は、図４ｂで点線で示すが、非コーティング形態のサブ領域
７４の形態のネガティブなイメージ要素を有する。オーバーコーティング層７０により、
このようなギャップを有するコーティングは、洗浄方法、例えば、特許文献５に記載した
方法で生成できる。その理由は、オーバーコーティング層７０は、形成されたマイクロモ
ティーフ要素６８により強力に増加した局部的な凹凸を補償するからである。
【００６９】
　　　本発明の更なる実施例によるセキュリティ要素８０は、図５に示すが、多色モティ
ーフイメージを示す。セキュリティ要素８０は、また銀行券用のセキュリティ・スレッド
又はカバー・フォイルでもよい。
【００７０】
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　　　図５ａに示すマイクロモティーフ要素８２の配列は、様々な色のマイクロモティー
フ要素８２－１と８２－２を有する。これらも文字「Ａ」で示す。異なる色は、例えば異
なる色のラッカーで充填された２個のダイ４０を用いて生成することもできる。マイクロ
モティーフ要素８２－１、８２－２のパターンの深さとライン幅を変化させることにより
、彩度とコントラストの様々な変化を可能に、その結果、デザイナーの更なる設計の自由
度が得られる。
【００７１】
　　　図６は、混合色を有するモティーフイメージを示す本発明のセキュリティ要素９０
の更なる実施例を示す。この実施例においては、隣接するマイクロモティーフ要素９２－
Ｒ、９２－Ｇ、９２－Ｂが、赤、緑、青のラッカーで、あるパターン深さとライン幅でも
って提供される。マイクロモティーフ要素９２の寸法が小さい（例、３５μｍ）ために、
個々の色は、分離して見えず、混合色として見える。マイクロモティーフ要素９２－Ｒ、
９２－Ｇ、９２－Ｂのパターン深さとライン幅を選択することにより、使用される三原色
間の全体的な色の三角関係（例えば赤、緑、青）にアクセスできる。
【００７２】
　　　混合色を有するモティーフイメージの実施例により、新たなモアレ拡大効果が得ら
れる。例えば、異なる混合色をセキュリティ要素の別の領域に適宜のダイを介して製造す
ると、色の混じった効果、カラーシフトした効果、又はカラーコントラストの変化を有す
るモアレ拡大配列が製造できる。
【００７３】
　　　例えば、セキュリティ要素のサブ領域が赤いマイクロモティーフ要素９２－Ｒのみ
を具備し、他のサブ領域が青いマイクロモティーフ要素９２－Ｇのみを具備することもで
きる。この２つのサブ領域の間に赤いマイクロモティーフ要素９２－Ｒのパターン深さを
最大値からゼロまで落とし、青い９２－Ｇのパターン深さを同時にゼロから最大にすると
、この２つのサブ領域の間で赤から緑に連続した色の混合が形成できる。図５－図６のセ
キュリティ要素は、更なる機能層を具備することもできる。これは図４で説明したとおり
である。
【００７４】
　　　以上の説明は、本発明の一実施例に関するもので、この技術分野の当業者であれば
、本発明の種々の変形例を考え得るが、それらはいずれも本発明の技術的範囲に包含され
る。特許請求の範囲の構成要素の後に記載した括弧内の番号は、図面の部品番号に対応し
、発明の容易なる理解の為に付したものであり、発明を限定的に解釈するために用いては
ならない。また、同一番号でも明細書と特許請求の範囲の部品名は必ずしも同一ではない
。これは上記した理由による。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】埋設されたセキュリティ・スレッドと固定された転写要素とを有する銀行券の上
面図。
【図２】本発明のセキュリティ・スレッドの層構造を表す断面図。
【図３】本発明のダイを用いて、マイクロ光学パターン（この実施例では、モアレ拡大配
列の有色マイクロパターン）を前処理された支持部材に形成する方法を示す断面図。
【図４ａ】単色モティーフイメージを有する本発明のカバー・フォイルの斜視図。
【図４ｂ】単色モティーフイメージを有する本発明のカバー・フォイルのセキュリティ要
素の断面を表す図。
【図５ａ】多色モティーフイメージを有する本発明のセキュリティ要素の上面図。
【図５ｂ】多色モティーフイメージを有する本発明のセキュリティ要素の断面図。
【図６ａ】混合色のモティーフイメージを有する本発明のセキュリティ要素の上面図。
【図６ｂ】混合色のモティーフイメージを有する本発明のセキュリティ要素の断面図。
【符号の説明】
【００７６】
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１０　銀行券
１２，１６　セキュリティ要素
１２　セキュリティ・スレッド
１４　ウインドウ領域
１６　転写要素
２０　支持部材
２２　マイクロレンズ
２４　モティーフ層
２６　ラッカー層
２８　マイクロモティーフ要素
３０　裏当て層
３２　加熱シール・フレーム
４０　ダイ
４２　山部
４４　谷部
５０，５２，５４　領域
６０　カバー・フォイル
６２　フォイル
６６　裏当て層
６８　マイクロモティーフ要素
７０　オーバーコーティング
７２　コーティング層
７４　サブ領域
８０　セキュリティ要素
８２　マイクロモティーフ要素
９０　セキュリティ要素
９２　マイクロモティーフ要素
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